
今
か
ら
12
年
近
く
前
、
11
年
９
月
19
日

に
「
あ
つ
ぎ
・
九
条
の
会

５
周
年
記
念
・

音
楽
と
講
演
の
つ
ど
い
」
が
厚
木
市
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
で
３
０
０
名
が
集
い
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
因
み
に
、
そ
の
時
の
当
会

の
会
員
は
１
０
２
１
名
で
し
た
。

当
日
、
第
一
部
の
音
楽
で
は
大
矢
博
文

さ
ん
の
司
会
、
案
内
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
カ
ル

テ
ッ
ト
の
演
奏
、
第
二
部
で
は
３
・
11
原

発
事
故
か
ら
半
年
後
で
も
あ
り
、
渡
辺
治

一
橋
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
大
震
災
・

原
発
事
故
後
の
日
本
の
行
方
と
私
た
ち
の

課
題
」
と
題
す
る
講
演
で
し
た
。

そ
の
渡
辺
氏
が
６
月
11
日
に
都
内
で
行

な
わ
れ
た
「
若
者
憲
法
集
会
」
で
「
日
本

と
ア
ジ
ア
の
平
和
を
創
る
憲
法
の
力
」
と

題
し
講
演
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
以
下

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

憲
法
の
力
に
は
三
つ
の
原
則
が
あ
る

第
１
は
憲
法
に
ど
ん
な
に
い
い
こ
と
が

書
い
て
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
が
座
っ
て
い

る
だ
け
で
は
憲
法
は
力
を
持
た
な
い
。

第
２
に
憲
法
を
蹂
躙
す
る
現
実
に
泣
き

寝
入
り
せ
ず
に
私
た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た

と
き
、
憲
法
は
現
実
を
変
え
る
力
と
な
る
。

例
え
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
問
題
は
64

年
に
住
友
セ
メ
ン
ト
で
働
く
女
性
が
結
婚

退
職
制
度
は
違
憲
だ
と
訴
え
、
東
京
地
裁

は
憲
法
14
条
（
法
の
元
の
平
等
）
等
に
反

す
る
と
判
決
を
出
し
、
こ
れ
を
機
に
多
く

の
大
企
業
は
女
性
の
結
婚
退
職
制
度
な
ど

を
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

第
３
に
憲
法
の
力
は
、
立
ち
上
が
れ
な

か
っ
た
多
く
の
人
々
に
も
及
ぶ
。
同
制
度

の
廃
止
で
何
百
万
人
に
及
ぶ
女
性
が
働
き

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

憲
法
９
条
は
ど
ん
な
力
を
持
っ
た
か

戦
後
ア
ジ
ア
で
は
米
国
が
介
入
し
た
朝

鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
湾
岸
戦
争
、

ア
フ
ガ
ン
侵
攻
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
戦
争
の

連
続
だ
っ
た
。
日
本
は
、
米
軍
が
駐
留
し

自
衛
隊
も
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
戦
争

に
直
接
参
加

せ
ず
、
78
年

間
「
戦
争
し

な
い
国
」
を

維
持
し
た
。

日
本
が
戦

争
し
な
い
国

を
続
け
ら
れ

た
の
は
、
運

動
の
力
で
改

憲
を
阻
止
し
、

９
条
に
よ
り

自
衛
隊
の
活
動
が
制
約
さ
れ
て
き
た
か
ら

だ
。戦

後
の
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
は
二
つ
あ
っ
た
。

一
つ
は
米
国
の
侵
略
戦
争
に
集
団
的
自

衛
権
で
加
担
す
る
こ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

時
、
韓
国
は
延
べ
32
万
人
の
軍
隊
を
送
っ

た
。も

う
一
つ
は
領
土
紛
争
の
軍
事
衝
突
へ

の
発
展
。
他
国
か
ら
の
武
力
行
使
が
な
け

れ
ば
武
力
行
使
が
で
き
な
い
と
い
う
９
条

の
制
約
が
あ
り
軍
事
衝
突
に
巻
き
込
ま
れ

な
か
っ
た
。

大
軍
拡
ス
ト
ッ
プ
を

こ
う
し
た
戦
後
78
年
間
の
教
訓
を
踏
み

に
じ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
岸
田
政
権
。

自
衛
隊
に
か
け
ら
れ
た
制
約
を
外
し
、
９

条
改
憲
を
狙
っ
て
い
る
。
第
二
次
安
倍
政

権
が
強
行
し
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
は
米
中
対
決
激
化
に
よ
り
一
層
危
険
に

な
っ
た
。
何
故
な
ら
、
「
台
湾
有
事
」

に
な
れ
ば
日
本
の
参
戦
が
求
め
ら
れ
る

か
ら
。

米
国
の
要
請
に
応
え
た
の
が

「
安
保
３
文
書
」
改
定
と
大
軍
拡
。

「
台
湾
有
事
」
に
米
国
の
戦
争
に
加
担

す
る
攻
撃
的
軍
隊
へ
の
自
衛
隊
の
大
改

造
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

若
者
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
全
世
代
を

励
ま
し
、
大
軍
拡
と
改
憲
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
、
「
台
湾
有
事
」
を
防
ぐ

日
本
が
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
な

い
と
宣
言
す
る
こ
と
。
私
た
ち
が
改
憲

を
阻
止
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
世
界

に
対
す
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。

岸
田
政
権
の
改
憲
策
動
で
憲
法
は
戦

後
最
大
の
危
機
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
、
９
条
に
基
づ
く
日
本
と
ア
ジ
ア
の

平
和
を
創
る
主
役
と
な
る
の
は
若
者
。

若
い
人
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
全
世
代
を

大
き
く
励
ま
す
で
し
ょ
う
。

（
小
池
康
夫
）

今
か
ら
12
年
近
く
前
、
11
年
９
月
19
日

に
「
あ
つ
ぎ
・
九
条
の
会

５
周
年
記
念
・

音
楽
と
講
演
の
つ
ど
い
」
が
厚
木
市
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
で
３
０
０
名
が
集
い
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
因
み
に
、
そ
の
時
の
当
会

の
会
員
は
１
０
２
１
名
で
し
た
。

当
日
、
第
一
部
の
音
楽
で
は
大
矢
博
文

さ
ん
の
司
会
、
案
内
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
カ
ル

テ
ッ
ト
の
演
奏
、
第
二
部
で
は
３
・
11
原

発
事
故
か
ら
半
年
後
で
も
あ
り
、
渡
辺
治

一
橋
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
大
震
災
・

原
発
事
故
後
の
日
本
の
行
方
と
私
た
ち
の

課
題
」
と
題
す
る
講
演
で
し
た
。

そ
の
渡
辺
氏
が
６
月
11
日
に
都
内
で
行

な
わ
れ
た
「
若
者
憲
法
集
会
」
で
「
日
本

と
ア
ジ
ア
の
平
和
を
創
る
憲
法
の
力
」
と

題
し
講
演
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
以
下

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

憲
法
の
力
に
は
三
つ
の
原
則
が
あ
る

第
１
は
憲
法
に
ど
ん
な
に
い
い
こ
と
が

書
い
て
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
が
座
っ
て
い

る
だ
け
で
は
憲
法
は
力
を
持
た
な
い
。

第
２
に
憲
法
を
蹂
躙
す
る
現
実
に
泣
き

寝
入
り
せ
ず
に
私
た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た

と
き
、
憲
法
は
現
実
を
変
え
る
力
と
な
る
。

例
え
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
問
題
は
64

年
に
住
友
セ
メ
ン
ト
で
働
く
女
性
が
結
婚

退
職
制
度
は
違
憲
だ
と
訴
え
、
東
京
地
裁

は
憲
法
14
条
（
法
の
元
の
平
等
）
等
に
反

す
る
と
判
決
を
出
し
、
こ
れ
を
機
に
多
く

の
大
企
業
は
女
性
の
結
婚
退
職
制
度
な
ど

を
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

第
３
に
憲
法
の
力
は
、
立
ち
上
が
れ
な

か
っ
た
多
く
の
人
々
に
も
及
ぶ
。
同
制
度

の
廃
止
で
何
百
万
人
に
及
ぶ
女
性
が
働
き

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

憲
法
９
条
は
ど
ん
な
力
を
持
っ
た
か

戦
後
ア
ジ
ア
で
は
米
国
が
介
入
し
た
朝

鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
湾
岸
戦
争
、

ア
フ
ガ
ン
侵
攻
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
戦
争
の

連
続
だ
っ
た
。
日
本
は
、
米
軍
が
駐
留
し

自
衛
隊
も
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
戦
争

に
直
接
参
加

せ
ず
、
78
年

間
「
戦
争
し

な
い
国
」
を

維
持
し
た
。

日
本
が
戦

争
し
な
い
国

を
続
け
ら
れ

た
の
は
、
運

動
の
力
で
改

憲
を
阻
止
し
、

９
条
に
よ
り

自
衛
隊
の
活
動
が
制
約
さ
れ
て
き
た
か
ら

だ
。戦

後
の
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
は
二
つ
あ
っ
た
。

一
つ
は
米
国
の
侵
略
戦
争
に
集
団
的
自

衛
権
で
加
担
す
る
こ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

時
、
韓
国
は
延
べ
32
万
人
の
軍
隊
を
送
っ

た
。も

う
一
つ
は
領
土
紛
争
の
軍
事
衝
突
へ

の
発
展
。
他
国
か
ら
の
武
力
行
使
が
な
け

れ
ば
武
力
行
使
が
で
き
な
い
と
い
う
９
条

の
制
約
が
あ
り
軍
事
衝
突
に
巻
き
込
ま
れ

な
か
っ
た
。

大
軍
拡
ス
ト
ッ
プ
を

こ
う
し
た
戦
後
78
年
間
の
教
訓
を
踏
み

に
じ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
岸
田
政
権
。

自
衛
隊
に
か
け
ら
れ
た
制
約
を
外
し
、
９

条
改
憲
を
狙
っ
て
い
る
。
第
二
次
安
倍
政

権
が
強
行
し
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
は
米
中
対
決
激
化
に
よ
り
一
層
危
険
に

な
っ
た
。
何
故
な
ら
、
「
台
湾
有
事
」

に
な
れ
ば
日
本
の
参
戦
が
求
め
ら
れ
る

か
ら
。

米
国
の
要
請
に
応
え
た
の
が

「
安
保
３
文
書
」
改
定
と
大
軍
拡
。

「
台
湾
有
事
」
に
米
国
の
戦
争
に
加
担

す
る
攻
撃
的
軍
隊
へ
の
自
衛
隊
の
大
改

造
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

若
者
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
全
世
代
を

励
ま
し
、
大
軍
拡
と
改
憲
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
、
「
台
湾
有
事
」
を
防
ぐ

日
本
が
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
な

い
と
宣
言
す
る
こ
と
。
私
た
ち
が
改
憲

を
阻
止
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
世
界

に
対
す
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。

岸
田
政
権
の
改
憲
策
動
で
憲
法
は
戦

後
最
大
の
危
機
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
、
９
条
に
基
づ
く
日
本
と
ア
ジ
ア
の

平
和
を
創
る
主
役
と
な
る
の
は
若
者
。

若
い
人
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
全
世
代
を

大
き
く
励
ま
す
で
し
ょ
う
。

（
小
池
康
夫
）

２０２３年７月 あつぎ・九条の会 「新たな戦前ではなく永遠の戦後を」 No.２０１２０２３年７月 あつぎ・九条の会 「新たな戦前ではなく永遠の戦後を」 No.２０１

現在会員

1644
現在会員

1644
〒243-0206

厚木市下川入369-4
℡ 046-246-0179

編集責任者

大友 三昭
E-Mail

ohtomo3m@
yahoo.co.jp

〒243-0206

厚木市下川入369-4
℡ 046-246-0179

編集責任者

大友 三昭
E-Mail

ohtomo3m@
yahoo.co.jp

大
軍
拡
反
対
、
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法
改
悪
を
止
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よ
う
！
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《 行 事 案 内 》

・大軍拡･大増税反対スタンディング
７月１９日（水）１３時～

本厚木駅北口

・あつぎ・九条の会サポーターの会

８月４日（金）１４時～
保健福祉センター 研修室

・厚木市九条の会ネットワーク会議
８月９日（水）１４時～

保健福祉センター 作業室
・９の日行動
８月９日（水）１６時～

本厚木駅北口

《 行 事 案 内 》

・大軍拡･大増税反対スタンディング
７月１９日（水）１３時～

本厚木駅北口

・あつぎ・九条の会サポーターの会

８月４日（金）１４時～
保健福祉センター 研修室

・厚木市九条の会ネットワーク会議
８月９日（水）１４時～

保健福祉センター 作業室
・９の日行動
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本厚木駅北口

「
若
者
憲
法
集
会
」
で
の
渡
辺
治
氏
の
講
演

「
若
者
憲
法
集
会
」
で
の
渡
辺
治
氏
の
講
演

岸
田
内
閣
は
昨
年
の
12
月
16
日
に
違
憲

の
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
明
記
し
た

安
全
保
障
関
連
三
文
書
（
①
国
家
安
全
保

障
戦
略
②
国
家
防
衛
戦
略
③
防
衛
力
整
備

計
画
）
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
米
国

製
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
導
入
、
６
月
に
は

軍
事
費
の
２
倍
化
に
向
け
た
大
軍
拡
予

算
や
軍
拡
財
源
法
を
強
行
成
立
さ
せ
ま

し
た
。
戦
後
最
悪
と
言
わ
れ
た
安
倍
内

閣
を
は
る
か
に
超
え
る
危
険
な
内
閣
で

す
。昨

年
12
月
、
学
者
、
市
民
な
ど
で
つ
く

る
「
平
和
構
想
提
言
会
議
」
は
「
『
日
米

同
盟
』
一
辺
倒
か
ら
脱
し
、
ア
ジ
ア
外
交

と
多
国
間
主
義
の
強
化
を
」
主
張
し
、

「A
SE
A
N

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
や

A
R
F

（
ア
セ
ア
ン
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
と

い
っ
た
枠
組
み
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
域
安
全
保

障
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
北
東
ア
ジ
ア
に
も
生

か
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
前
文
に
は
、
「
平
和
を
愛

す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、

わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と

決
意
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

平
和
は
外
交
に
よ
っ
て
し
か
実
現
さ
れ

得
な
い
。
憲
法
の
平
和
主
義
の
原
則
堅
持

を
求
め
て
戦
争
す
る
国
づ

く
り
に
反
対
す
る
私
た
ち

「
九
条
の
会
」
と
し
て
、

世
論
の
力
で
岸
田
内
閣
の

暴
走
を
食
い
止
め
る
た
め

の
行
動
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

９
日
は
日
本
国
憲
法
の
第
九
条
【
戦
争

放
棄
、
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
】
に
因

ん
で
、
「
厚
木
市
九
条
の
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
会
議
の
後
に
16
時
か
ら
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
す
。

19
日
は
２
０
１
５
年
９
月
19
日
に
安
倍

内
閣
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
な
ど

の
安
全
保
障
関
連
法
を
強
行
成
立
さ
せ
た

日
で
あ
り
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対

す
る
抗
議
行
動
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
が
宣

伝
・
署
名
行
動
な
ど
に
参
加
す
れ
ば
、
そ

れ
が
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
食
い
止
め

る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
の
参
加
を
心
よ
り
呼
び
か
け
ま
す
。

岸
田
内
閣
は
昨
年
の
12
月
16
日
に
違
憲

の
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
明
記
し
た

安
全
保
障
関
連
三
文
書
（
①
国
家
安
全
保

障
戦
略
②
国
家
防
衛
戦
略
③
防
衛
力
整
備

計
画
）
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
米
国

製
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
導
入
、
６
月
に
は

軍
事
費
の
２
倍
化
に
向
け
た
大
軍
拡
予

算
や
軍
拡
財
源
法
を
強
行
成
立
さ
せ
ま

し
た
。
戦
後
最
悪
と
言
わ
れ
た
安
倍
内

閣
を
は
る
か
に
超
え
る
危
険
な
内
閣
で

す
。昨

年
12
月
、
学
者
、
市
民
な
ど
で
つ
く

る
「
平
和
構
想
提
言
会
議
」
は
「
『
日
米

同
盟
』
一
辺
倒
か
ら
脱
し
、
ア
ジ
ア
外
交

と
多
国
間
主
義
の
強
化
を
」
主
張
し
、

「A
SE
A
N

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
や

A
R
F

（
ア
セ
ア
ン
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
と

い
っ
た
枠
組
み
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
域
安
全
保

障
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
北
東
ア
ジ
ア
に
も
生

か
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
前
文
に
は
、
「
平
和
を
愛

す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、

わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と

決
意
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

平
和
は
外
交
に
よ
っ
て
し
か
実
現
さ
れ

得
な
い
。
憲
法
の
平
和
主
義
の
原
則
堅
持

を
求
め
て
戦
争
す
る
国
づ

く
り
に
反
対
す
る
私
た
ち

「
九
条
の
会
」
と
し
て
、

世
論
の
力
で
岸
田
内
閣
の

暴
走
を
食
い
止
め
る
た
め

の
行
動
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

９
日
は
日
本
国
憲
法
の
第
九
条
【
戦
争

放
棄
、
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
】
に
因

ん
で
、
「
厚
木
市
九
条
の
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
会
議
の
後
に
16
時
か
ら
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
す
。

19
日
は
２
０
１
５
年
９
月
19
日
に
安
倍

内
閣
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
な
ど

の
安
全
保
障
関
連
法
を
強
行
成
立
さ
せ
た

日
で
あ
り
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対

す
る
抗
議
行
動
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
が
宣

伝
・
署
名
行
動
な
ど
に
参
加
す
れ
ば
、
そ

れ
が
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
食
い
止
め

る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
の
参
加
を
心
よ
り
呼
び
か
け
ま
す
。

本
厚
木
駅
・
北
口
で
の
毎
月
の
行
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

毎
月
９
日
の
16
時
～
、
19
日
の
13
時
～

１
時
間
の
宣
伝
・
署
名
行
動

本
厚
木
駅
・
北
口
で
の
毎
月
の
行
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

毎
月
９
日
の
16
時
～
、
19
日
の
13
時
～

１
時
間
の
宣
伝
・
署
名
行
動
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岸
田
首
相
は
、
6
月
21
日
に
終
わ
っ
た

通
常
国
会
で
、
市
民
の
声
を
無
視
し
、
自
・

公
・
維
・
国
の
、
数
の
力
で
、
次
々
と
悪

法
を
強
行
採
決
し
た
。
人
権
無
視
の
入
管

法
案
に
反
対
の
抗
議
を
し
た
、
れ
い
わ
新

選
組
の
山
本
太
郎
議
員
を
、
委
員
で
な
い

自
民
党
の
議
員
が
委
員
会
室
に
無
断
で
飛

び
込
み
、
山
本
議
員
を
力
で
妨
害
し
た
。

こ
の
風
景
こ
そ
が
、
今
の
日
本
の
国
会

の
実
態
。
国
会
で
言
論
の
自
由
が
封
殺
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
私
た
ち
の
日

常
の
会
話
や
行
動
ま
で
が
制
限
さ
れ
か
ね

な
い
。
大
軍
拡
と
大
増
税
に
突
き
進
む
自

民
党
と
そ
の
補
完
政
党
を
許
せ
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
政
権
交
代
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

戦
後
最
悪
と
言
わ
れ
て
い
る
国
会
で
強

行
採
決
さ
れ
た
主
な
悪
法
は
、

軍
事
拡
大
財
源
法

５
年
間
で
43
兆
円

の
財
源
を
調
達
す
る
も
の
。
日
本
を
世
界

第
三
位
の
軍
事
大
国
に
し
、
私
た
ち
国
民

に
重
く
暗
い
生
活
を
強
い
る
法
。

軍
需
産
業
支
援
法

私
た
ち
の
生
活
を

豊
か
に
す
る
た
め
の
技
術
研
究
で
は
な
く
、

軍
事
技
術
を
研
究
す
る
企
業
を
、
税
金
で

財
政
支
援
す
る
法
。
開
発
さ
れ
た
技
術
に

は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
明
か
す
と
罰

せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
働
く
人
達
は
社
会
と

断
絶
状
態
に
陥
る
こ
と
に
な
り
、
会
話
も

監
視
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

な
ん
ら
不
便
を
感

じ
る
こ
と
な
く
使
用
し
て
い
る
保
健
証
を

廃
止
し
、
カ
ー
ド
関
連
企
業
に
多
額
の
税

金
を
つ
ぎ
込
み
、
そ
の
一
部
を
政
治
献
金

で
受
け
取
る
構
図
。
シ
ス
テ
ム
に
欠
陥
が

あ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
な
ど
で
大
混
乱

を
起
こ
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
法

名
ば
か
り
で
、
財
源

は
先
送
り
。
こ
れ
で
は
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
は
で
き
な
い
。
軍
拡
財
源
は
ス
ル
ー

で
通
し
、
子
育
て
財
源
は
ノ
ー
の
政
治
は
、

絶
対
に
許
せ
な
い
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法

当
事
者
の
生
き
づ
ら
さ

に
目
を
向
け
ず
、
弱
者
で
あ
る
少
数
者
が

多
数
者
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
の

屁
理
屈
に
よ
る
差
別
助
長
法
。
こ
れ
ま
で

一
人
で
苦
し
ん
で
き
た
弱
者
の
心
を
、
ま

た
し
て
も
踏
み
に
じ
る
。

原
発
推
進
法

存
在
そ
の
も
の
が
危
険

な
原
発
。
70
年
超
の
老
朽
化
原
発
の
運
転

を
許
す
法
で
、
電
力
会
社
の
利
益
保
護
法
。

原
発
事
故
復
興
特
別
税
を
延
長
ま
で
し
て
、

大
軍
拡
財
源
に
充
て
る
法
。

改
正
入
管
法

外
国
か
ら
の
避
難
民
強

制
追
い
返
し
法
。
国
内
の
戦
争
や
紛
争
な

ど
で
出
国
し
、
帰
れ
ば
命
の
危
険
が
あ
る

人
達
を
、
人
権
を
無
視
し
て
強
制
的
に
送

り
返
す
法
。
な
ん
と
冷
た
い
政
治
か
。
こ

れ
は
日
本
に
住
む
我
々
に
も
向
い
て
い
る

こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
の
政
権
の
視
点
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
向
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
、
私
達
が
、

新
し
い
政
治
へ
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
止

め
れ
ば
、
自
由
な
こ
の
平
和
が
終
わ
り
に

な
り
ま
す
。

戦
争
は
「
悪
」
で
す
。
憲
法
九
条
を
守

り
「
戦
争
を
し
な
い
」
声
が
、
今
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
大
軍
拡
NO
!

大
増
税
NO

!
」
の
声
を
挙
げ
、
署
名
運
動
を
粘
り
強

く
継
続
し
ま
す
。

私
達
の
平
和
の
声
を
、
努
力
を
、
署
名

を
通
し
て
国
会
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

（
北
川
和
麿
）

◆
テ
ロ
と
民
主
主
義

民
主
主
義
国
家
は
国
民
の
平
等
を
基
本

原
則
と
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
国
民
の
民
意

を
重
ん
じ
る
民
主
主
義
国
家
に
は
テ
ロ
が

起
き
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

国
民
が
す
べ
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
建
前

の
下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
テ
ロ
の
行
為
に

走
る
人
た
ち
も
現
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

戦
前
（
民
主
主
義
国
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
）
、
天
皇
の
赤
子
で
あ
る
国
民
は
、

赤
子
と
し
て
、
平
等
な
立
場
に
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
上
の
格
差
は

歴
然
と
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
腹

を
肥
や
す
財
閥
か
ら
、
娘
を
身
売
り
せ
ざ

る
を
得
な
い
人
々
ま
で
。
結
果
、
右
翼
テ

ロ
リ
ス
ト
を
筆
頭
に
多
く
の
テ
ロ
が
起
き

ま
し
た
。

現
在
を
戦
前
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、

安
倍
元
首
相
の
暗
殺
事
件
・
自
衛
隊
の
発

砲
事
件
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
様
々
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
根
本
に
は
、
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
・
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
！

と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

（
増
）

◆
抑
止
論

青
木
理
著
「
カ
ル
ト
権
力
」
（
河
出
書

房
新
社
刊
行
）
を
読
ん
で
い
た
ら
、
は
っ

と
す
る
文
章
に
出
合
っ
た
。
抑
止
力
に
つ

い
て
で
あ
る
。
（
１
８
７
頁
）
青
木
氏
も

ベ
テ
ラ
ン
の
外
交
官
に
教
え
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

「
抑
止
論
」
と
い
う
と
僕
た
ち
は
す
ぐ

に
「
核
抑
止
」
を
想
起
す
る
け
れ
ど
、

「
抑
止
論
」
は
本
来
も
っ
と
幅
広
く
多
様

な
概
念
の
こ
と
な
の
だ
、
と
。
た
と
え
ば

経
済
。
た
と
え
ば
人
の
往
来
。
経
済
や
相

互
依
存
や
人
々
の
交
流
が
深
ま
れ
ば
、
互

い
を
攻
撃
す
る
こ
と
へ
の
閾
値
も
高
ま
り
、

そ
れ
も
ま
た
大
切
な
「
抑
止
力
」
な
の
だ
、

と
。
岸
田
さ
ん
も
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
に

軍
事
費
増
額
の
約
束
ば
か
り
す
る
の
で
な

く
、
中
国
や
北
朝
鮮
の
首
脳
と
直
接
会
っ

て
話
し
合
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、
こ
の
本
で
「
閾
値
」
（
い
ち
き
）

と
言
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
敷
居
と
か

へ
り
と
言
う
よ
う
な
意
味
の
よ
う
で
す
？

（
上
野
昭
紀
）

◆
台
湾
有
事
（
台
湾
無
事
）

２
０
２
３
年
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
大
会

「
フ
レ
ン
チ
・
オ
ー
プ
ン
」
の
女
子
ダ
ブ

ル
ス
で
、
台
湾
の
シ
ェ
イ
・
ス
ー
ウ
ェ
イ

さ
ん
と
中
国
の
ワ
ン
・
シ
ン
ユ
ー
さ
ん
の

ペ
ア
が
優
勝
し
た
。
二
人
の
、
掲
げ
た
優

勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
口
づ
け
を
す
る
仲
良
し

写
真
が
報
道
さ
れ
た
。

台
湾
有
事
が
迫
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ

ん
な
光
景
は
あ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
。

法
の
支
配
、
航
行
の
自
由
を
叫
び
、
台

湾
有
事
を
煽
ら
さ
れ
、
ポ
ン
コ
ツ
ミ
サ
イ

ル
を
爆
買
い
さ
せ
ら
れ
、
敵
基
地
攻
撃
の

基
地
建
設
に
邁
進
す
る
異
次
元
の
時
代
遅

れ
頭
に
渇
！

（
和
）

画
学
生
生
き
た
証
し
の
無
言
館

あ
か

銅
像
も
月
の
オ
シ
ム
に
菅
ス
ッ
ポ
ン

九
条
は
自
然
と
同
じ
宝
物

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
鳴
動
し
た
が
鼠
出
ず

お
い
し
い
ぞ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

即
財
挙
手

重
た
い
よ
教
材
と
心
解
放
し
て

軍
事
力
野
蛮
な
国
の
マ
ス
コ
ッ
ト

無
条
件
降
伏
し
た
ら
助
か
っ
た

会
社
な
ら
と
っ
く
に
リ
コ
ー
ル

マ
イ
ナ
カ
ー
ド

バ
イ
デ
ン
に
防
衛
予
算
乗
っ
取
ら
れ

岸
田
首
相
は
、
6
月
21
日
に
終
わ
っ
た

通
常
国
会
で
、
市
民
の
声
を
無
視
し
、
自
・

公
・
維
・
国
の
、
数
の
力
で
、
次
々
と
悪

法
を
強
行
採
決
し
た
。
人
権
無
視
の
入
管

法
案
に
反
対
の
抗
議
を
し
た
、
れ
い
わ
新

選
組
の
山
本
太
郎
議
員
を
、
委
員
で
な
い

自
民
党
の
議
員
が
委
員
会
室
に
無
断
で
飛

び
込
み
、
山
本
議
員
を
力
で
妨
害
し
た
。

こ
の
風
景
こ
そ
が
、
今
の
日
本
の
国
会

の
実
態
。
国
会
で
言
論
の
自
由
が
封
殺
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
私
た
ち
の
日

常
の
会
話
や
行
動
ま
で
が
制
限
さ
れ
か
ね

な
い
。
大
軍
拡
と
大
増
税
に
突
き
進
む
自

民
党
と
そ
の
補
完
政
党
を
許
せ
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
政
権
交
代
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

戦
後
最
悪
と
言
わ
れ
て
い
る
国
会
で
強

行
採
決
さ
れ
た
主
な
悪
法
は
、

軍
事
拡
大
財
源
法

５
年
間
で
43
兆
円

の
財
源
を
調
達
す
る
も
の
。
日
本
を
世
界

第
三
位
の
軍
事
大
国
に
し
、
私
た
ち
国
民

に
重
く
暗
い
生
活
を
強
い
る
法
。

軍
需
産
業
支
援
法

私
た
ち
の
生
活
を

豊
か
に
す
る
た
め
の
技
術
研
究
で
は
な
く
、

軍
事
技
術
を
研
究
す
る
企
業
を
、
税
金
で

財
政
支
援
す
る
法
。
開
発
さ
れ
た
技
術
に

は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
明
か
す
と
罰

せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
働
く
人
達
は
社
会
と

断
絶
状
態
に
陥
る
こ
と
に
な
り
、
会
話
も

監
視
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

な
ん
ら
不
便
を
感

じ
る
こ
と
な
く
使
用
し
て
い
る
保
健
証
を

廃
止
し
、
カ
ー
ド
関
連
企
業
に
多
額
の
税

金
を
つ
ぎ
込
み
、
そ
の
一
部
を
政
治
献
金

で
受
け
取
る
構
図
。
シ
ス
テ
ム
に
欠
陥
が

あ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
な
ど
で
大
混
乱

を
起
こ
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
法

名
ば
か
り
で
、
財
源

は
先
送
り
。
こ
れ
で
は
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
は
で
き
な
い
。
軍
拡
財
源
は
ス
ル
ー

で
通
し
、
子
育
て
財
源
は
ノ
ー
の
政
治
は
、

絶
対
に
許
せ
な
い
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法

当
事
者
の
生
き
づ
ら
さ

に
目
を
向
け
ず
、
弱
者
で
あ
る
少
数
者
が

多
数
者
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
の

屁
理
屈
に
よ
る
差
別
助
長
法
。
こ
れ
ま
で

一
人
で
苦
し
ん
で
き
た
弱
者
の
心
を
、
ま

た
し
て
も
踏
み
に
じ
る
。

原
発
推
進
法

存
在
そ
の
も
の
が
危
険

な
原
発
。
70
年
超
の
老
朽
化
原
発
の
運
転

を
許
す
法
で
、
電
力
会
社
の
利
益
保
護
法
。

原
発
事
故
復
興
特
別
税
を
延
長
ま
で
し
て
、

大
軍
拡
財
源
に
充
て
る
法
。

改
正
入
管
法

外
国
か
ら
の
避
難
民
強

制
追
い
返
し
法
。
国
内
の
戦
争
や
紛
争
な

ど
で
出
国
し
、
帰
れ
ば
命
の
危
険
が
あ
る

人
達
を
、
人
権
を
無
視
し
て
強
制
的
に
送

り
返
す
法
。
な
ん
と
冷
た
い
政
治
か
。
こ

れ
は
日
本
に
住
む
我
々
に
も
向
い
て
い
る

こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
の
政
権
の
視
点
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
向
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
、
私
達
が
、

新
し
い
政
治
へ
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
止

め
れ
ば
、
自
由
な
こ
の
平
和
が
終
わ
り
に

な
り
ま
す
。

戦
争
は
「
悪
」
で
す
。
憲
法
九
条
を
守

り
「
戦
争
を
し
な
い
」
声
が
、
今
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
大
軍
拡
NO
!

大
増
税
NO

!
」
の
声
を
挙
げ
、
署
名
運
動
を
粘
り
強

く
継
続
し
ま
す
。

私
達
の
平
和
の
声
を
、
努
力
を
、
署
名

を
通
し
て
国
会
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

（
北
川
和
麿
）

◆
テ
ロ
と
民
主
主
義

民
主
主
義
国
家
は
国
民
の
平
等
を
基
本

原
則
と
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
国
民
の
民
意

を
重
ん
じ
る
民
主
主
義
国
家
に
は
テ
ロ
が

起
き
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

国
民
が
す
べ
て
平
等
で
あ
る
と
い
う
建
前

の
下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
テ
ロ
の
行
為
に

走
る
人
た
ち
も
現
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

戦
前
（
民
主
主
義
国
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
）
、
天
皇
の
赤
子
で
あ
る
国
民
は
、

赤
子
と
し
て
、
平
等
な
立
場
に
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
上
の
格
差
は

歴
然
と
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
腹

を
肥
や
す
財
閥
か
ら
、
娘
を
身
売
り
せ
ざ

る
を
得
な
い
人
々
ま
で
。
結
果
、
右
翼
テ

ロ
リ
ス
ト
を
筆
頭
に
多
く
の
テ
ロ
が
起
き

ま
し
た
。

現
在
を
戦
前
に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、

安
倍
元
首
相
の
暗
殺
事
件
・
自
衛
隊
の
発

砲
事
件
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
様
々
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
根
本
に
は
、
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
・
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
！

と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

（
増
）

◆
抑
止
論

青
木
理
著
「
カ
ル
ト
権
力
」
（
河
出
書

房
新
社
刊
行
）
を
読
ん
で
い
た
ら
、
は
っ

と
す
る
文
章
に
出
合
っ
た
。
抑
止
力
に
つ

い
て
で
あ
る
。
（
１
８
７
頁
）
青
木
氏
も

ベ
テ
ラ
ン
の
外
交
官
に
教
え
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

「
抑
止
論
」
と
い
う
と
僕
た
ち
は
す
ぐ

に
「
核
抑
止
」
を
想
起
す
る
け
れ
ど
、

「
抑
止
論
」
は
本
来
も
っ
と
幅
広
く
多
様

な
概
念
の
こ
と
な
の
だ
、
と
。
た
と
え
ば

経
済
。
た
と
え
ば
人
の
往
来
。
経
済
や
相

互
依
存
や
人
々
の
交
流
が
深
ま
れ
ば
、
互

い
を
攻
撃
す
る
こ
と
へ
の
閾
値
も
高
ま
り
、

そ
れ
も
ま
た
大
切
な
「
抑
止
力
」
な
の
だ
、

と
。
岸
田
さ
ん
も
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
に

軍
事
費
増
額
の
約
束
ば
か
り
す
る
の
で
な

く
、
中
国
や
北
朝
鮮
の
首
脳
と
直
接
会
っ

て
話
し
合
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、
こ
の
本
で
「
閾
値
」
（
い
ち
き
）

と
言
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
敷
居
と
か

へ
り
と
言
う
よ
う
な
意
味
の
よ
う
で
す
？

（
上
野
昭
紀
）

◆
台
湾
有
事
（
台
湾
無
事
）

２
０
２
３
年
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
大
会

「
フ
レ
ン
チ
・
オ
ー
プ
ン
」
の
女
子
ダ
ブ

ル
ス
で
、
台
湾
の
シ
ェ
イ
・
ス
ー
ウ
ェ
イ

さ
ん
と
中
国
の
ワ
ン
・
シ
ン
ユ
ー
さ
ん
の

ペ
ア
が
優
勝
し
た
。
二
人
の
、
掲
げ
た
優

勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
口
づ
け
を
す
る
仲
良
し

写
真
が
報
道
さ
れ
た
。

台
湾
有
事
が
迫
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ

ん
な
光
景
は
あ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
。

法
の
支
配
、
航
行
の
自
由
を
叫
び
、
台

湾
有
事
を
煽
ら
さ
れ
、
ポ
ン
コ
ツ
ミ
サ
イ

ル
を
爆
買
い
さ
せ
ら
れ
、
敵
基
地
攻
撃
の

基
地
建
設
に
邁
進
す
る
異
次
元
の
時
代
遅

れ
頭
に
渇
！

（
和
）

画
学
生
生
き
た
証
し
の
無
言
館

あ
か

銅
像
も
月
の
オ
シ
ム
に
菅
ス
ッ
ポ
ン

九
条
は
自
然
と
同
じ
宝
物

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
鳴
動
し
た
が
鼠
出
ず

お
い
し
い
ぞ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

即
財
挙
手

重
た
い
よ
教
材
と
心
解
放
し
て

軍
事
力
野
蛮
な
国
の
マ
ス
コ
ッ
ト

無
条
件
降
伏
し
た
ら
助
か
っ
た

会
社
な
ら
と
っ
く
に
リ
コ
ー
ル

マ
イ
ナ
カ
ー
ド

バ
イ
デ
ン
に
防
衛
予
算
乗
っ
取
ら
れ

２０２３年７月 あつぎ・九条の会 「新たな戦前ではなく永遠の戦後を」 No.２０１２０２３年７月 あつぎ・九条の会 「新たな戦前ではなく永遠の戦後を」 No.２０１

「
大
軍
拡
NO
!

大
増
税
NO
!
」
の
声
を

さ
ら
に
大
き
く
し
ま
し
ょ
う

「
大
軍
拡
NO
!

大
増
税
NO
!
」
の
声
を

さ
ら
に
大
き
く
し
ま
し
ょ
う


